
2024 年 02 月 18 日 
午前 10 時 30 分 

 

復活前第 6 主日/受難節第 1主日/ 

岩国教会との交換講壇            No. 7 
 

主日礼拝   

 

前奏  

 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 

 

招詞 

「高く、あがめられて、永遠にいまし 

その名を聖と唱えられる方がこう言われる。 

わたしは、高く、聖なる所に住み 

打ち砕かれて、へりくだる霊の人と共にあり 

へりくだる霊の人に命を得させ 

打ち砕かれた心の人に命を得させる。」（イザヤ書 57:15） 

 

頌栄  24 「たたえよ 主の民」 
   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

受難節のリタニー 

《受難節第 1主日》 

司式者：神さま、私たちはユダと同じように 

イエスさまを裏切ったことがあります。 

これからは私たちがもっとイエスさまに 

従うことができるように導いてください。 

会 衆：主よ、私たちをあわれみ導いてください。 

司式者：弟子の一人であるユダがイエスさまを 

裏切り、ほかの弟子たちもみなイエスさまを 

見捨てて逃げてしまったことを思いつつ、 

このろうそくを消します。     （消火） 

 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 

 

 

 

 

 
 

 

聖書 マタイによる福音書 4:1〜11 
新約(新共同訳) P4～P5 

 

1さて、イエスは悪魔から誘惑を受けるため、“霊”

に導かれて荒れ野に行かれた。2そして四十日間、

昼も夜も断食した後、空腹を覚えられた。3 する

と、誘惑する者が来て、イエスに言った。「神の

子なら、これらの石がパンになるように命じたら

どうだ。」4イエスはお答えになった。 

「『人はパンだけで生きるものではない。 

神の口から出る一つ一つの言葉で生きる』 

と書いてある。」5次に、悪魔はイエスを聖なる都

に連れて行き、神殿の屋根の端に立たせて、6 言

った。「神の子なら、飛び降りたらどうだ。 

『神があなたのために天使たちに命じると、 

あなたの足が石に打ち当たることのないように、 

天使たちは手であなたを支える』 

と書いてある。」7イエスは、「『あなたの神であ

る主を試してはならない』とも書いてある」と言

われた。8 更に、悪魔はイエスを非常に高い山に

連れて行き、世のすべての国々とその繁栄ぶりを

見せて、9「もし、ひれ伏してわたしを拝むなら、

これをみんな与えよう」と言った。10すると、イ

エスは言われた。「退け、サタン。 

『あなたの神である主を拝み、 

ただ主に仕えよ』 

と書いてある。」11そこで、悪魔は離れ去った。

すると、天使たちが来てイエスに仕えた。 

 

 

 



賛美 284「荒れ野の中で」 

 

 
 

説教  「荒れ野の誘惑」 
 

賛美 567「ナルドの香油」 

 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 

 

アーメン 

 
 

 

 

後奏  

 

 

司 式：山野上 純子 

説 教：海老原 佳奈子牧師 

（岩国教会） 

奏 楽：福原 之織 
 

※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

 
 


